
IECEE(IEC電気機器・部品適合性試験認証制度(通称：CBスキーム))

【CBスキームを利用した認証手順の例】

⚫ IECEEは、IEC規格に基づいて実施された試験結果を相互に受け入れることによって、各国の適合
マークの付与や適合証明書を発行する手続きを簡略化し、貿易促進を図ることを目的として創設さ
れた。

⚫ IECEEによって承認された認証機関（NCB）によって発行されたCBテストレポートやCB証明書は
原則他の加盟国のNCBに追加試験なしで受け入れられる。この制度がCBスキームであるが、受け
入れ国の国内法規と差分や疑義がある場合は差分について追加試験を実施する。

⚫ 日本は1981年にJISCが加盟。2021年6月の新規登録以降、国内の認証機関は５機関（JET、
JQA、TÜV-RJP、UL JAPAN、COSMOS Corp.）が登録されている。
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